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初剛潤査 第2回調査 第3回調癒 第4回調査 第5回調査 第6回調査 第7回調査
昭和43年度昭和48年度 昭和53年度 昭和58年度 平成元年度 平成6年度 平成10年度
魏鷺｝10名嬰鷺｝1・名嬰薯｝1焔婁聯｝9名 嬰薫｝8名 魏1菱｝9名嬰購｝6名
平均年齢4．7歳 平均年1禍2歳 平均年齢5．1歳 平均年齢5．轍 平均年齢5．1歳 平均年齢5．4歳 平均年齢5．4歳
保育所児童 保育所児童 保育所児童 保育所児産 保育所児童 保育所児童 保育所児童
農業世帯 幼稚園園児 幼稚園園児 幼稚園園児 幼稚園園児
農業世帯 農業世帯 農業世帯 提業世帯 農業世帯 農業世帯
















い　　も　類 30 1．　30 30 30
砂　糖　　類　　　T 5 5 10 10
菓　　子　類 40 40 50 煙5
油　脂　　類 10 10 10 10
豆　　　　類 40 40 40 40
緑黄色野菜 50 50 55 55
その他の野i菜 100 100 110 110
果　　実　　類 100 100 100 100、
（海藻類） （1） （1） （1－－2） （ト2）
魚　　介　　類 30 30 40 40
肉　　　　類 30 30 35 35
卵　　　　類 50 50 50 50
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アコウ訓，鯉 ホツケ，鐙虹， 鮭，鮪，廿晶 鯖，出ヴケ，
節，シシヤ壬， 平瓢，筋子， ピ，ホタテ風， 鎖鱈，平目，
































子，ボテトス ル，　ピスケッ 煎餅、ゼリー， スケフ　ト．
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朝　　　食 昼　　　食　　¶ 夕　　　食 3食例｣立型
　　　問　　　食
i　）内は保育所の間食


























汕揚げのll勧 野菜塩もみ 煎物（油揚げ，白滝，入参，キ＋ベツ） （スキム　ミ　ノL7ク，　　ビス　ケ　ッ　　ト　）
ふりかけ 納豆，ほうれん草の浸し

























卵焼き サラダ　・ 煮物（油揚げ，卵，人参，大根） ｛スキムミルク，ビスケット）



























卵焼きf　ミニハソパーグ 　　　　　　　　　．ﾝかん 天ぷら（かれい，玉葱，人参），煮豆 ケット，飴）


















































納豆 りんご ハソバーグ，ボテトサラダ，煮豆 い，フィソガーチョコ）
米飯 米飯 米販 スナック菓子コーンi系

























冬 目玉焼き 豆靴わかめのふわふわ汁 春巻き（豚肉，椎茸，人参，にら， c脅c．c番茶
キ干ベツ　　　　　　・ 人参と＝一ソ入ワボイル もやし，春巻きの皮）・ （スキムミルク，せんぺ
ふりかけ キ＋ベツ 小女子の天ぷら，長いもの三杯酢 い，焼きあん）
米飯 米飯　　』 米飯 ポテトチップ
みそ汁（大根菜，えのき茸） 妙りどり〔翻，人参，ごぽ みそ汁（馬鈴層，玉葱，わかめ） 西瓜
春 卵焼き う謹畏、筍，’こんにヤく， ハソバー一グ C■C●Cこんにぞくゼリー








牛乳 玉憲，人蓼，白滝、4・松菜） 鯵唐揚げ，わかめのお浸し elc■c番茶

















































































































平均値 3．ユ±o．呂 3．1：ヒO．8 2．6±　o．73．5±o．73．5±　o．了 3．5±　o．82．9±　0．7
1日当たりの歩行数 一 一 一 一 沁、743±1，241lo加6±215‘91呂1螂±姻4
田当畑韻工勅軒租kf且1） 一 一 一 一 一 一 玉，！』5±ll5
注1）　体位評価：体位の身長・体重推計華準値に対する比率（％）．体力評価：3．0を中位とする5段階評価による成組1．
注2）　平均値±標準偏差．
摂取割合は適正tsc　一一ユ79．6±33．4％（カルシウ
ム）の範囲にあり，30年目の平成10．年度におい
ては鉄が89．8±14．5％で充足されず，エネル
ギーが適正域の下限にある他は，適正域
～174．4±32．9（V．A）％の範囲に達し，初めて
V．D（104．6±ll5．8％）が充足されるなど好まし
い水準に至った。　　　　　　　　　　　．1
　さらに，摂取不足児（摂取割合が50％以下）
が皆無となり，’多量摂取児（同151％以上）が増
え，とくにカルシウム，動物性タソバク質およ
びV．B2においては対象児の過半数が多量摂取
域にあった（表を省略）。
　初回調査年に比して有意（P〈O．Ol）に増加し
て摂取水準の改善された栄養素は脂質，カルシ
ウム，V．AおよびB2の4項目であり，山村幼児
の同7項目に次いで多かった。この間の変動幅
の最小はエネルギー摂取量であり，最大ex　V・A
のそれであったが，他の3地域の幼児において
も全く同様であった。r方，減少傾向を示すも
のに鉄とV℃があり，この現象も他の3地域の
幼児の場合と共通していた。
　なお，各栄養素別に摂取上の個人差を変動係
数で見ると，エネルギー，糖質，タソパク質
V．B、およびナイ、アシソのそれ（9　一一　34％）はや
や小さく，VDのそれ（60－125％）が最も大き
く，この様相は30年来変わっておらず，また他
地域幼児においても同様の傾向が観察された。
　次に，幽栄養比率に関して，糖質・脂肪・タン
バク質の三大栄養素の＝ネルギー構成比の推移
は，初回調査年の68・18・14％値から10年後の
昭和53年度にほぼ適正域（57・29・14％）に至
り，その後脂肪エネルギー比が適正域の上限を
僅かに超えるようになり，30年目の平成10年
度では54．3・3⑪．7・14．9％を示した。この30年
間の糖質エネルギー比の漸減と脂肪エネルギー
比の漸増は有意（P〈0．⑪Ol）であった。穀類エ
ネルギー・比は，初回調査年の適正値が10年後の
昭和53年度から有意（p＜O．05－－p〈O．O⑪）に漸
減し，平成6年度では29．6±5．2％，平成10年
度では32．4±7．4％の低値を示すに至った。動
物性タソパク質比は，初回調査年の35±3％か
ら有意（pくO．eOl）に漸増・改善され，10年目
頃より推奨値（50％）に達し，以後さらに漸増
して25年目の平成6年度には61．1±4．4％の
過剰を示すに至ったが，平成10年度では
53．3±82％に落ち着いた。この間動物性脂質比
は36～49％の範囲にあった。これら栄養比率の
推移は，総じて山村幼児にほぼ数年先んじ，他
方漁業地域・都市近郊幼児にほぼ追随していた
が，平成10年度には地域差が著しく縮小され
た。
　4．体位・体力評価の30年間の推移
　表8に示すように，体位基準値に対する身長
の比率は98～105％，同じく体重のそれは
95－－110％であり，各調査年度ごとの変動がやや
一一 P75一
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大であったが，BoCly　Mass　lndex（kg／m2）は
14．6～15，7の範囲にあり，対象児の体位はおお
むね正常範囲にあるといえよう。体力評価は，
4種目のうち筋持久力がやや低値である他は平
均値としては30年間おおむね中位のの成績で
あった。たお，とくに体位の成績からは，1逐年
の栄養改善の反映を読み取ることは困難であっ
た。
　対象児の1日当たりの歩行数は，平成元～10
年の3成績のみであるが，10、006～13，993歩で一
山村1°〕・都市近郊幼JEii｝と同様最近5年間に増
える傾向が見られた。平成元年度の成績は相川
ら151の東京都や神奈川県の保育園児における
8，000～10，000歩に類似し，平成10年度の成績
は山村幼児】°｝の16，999歩，都市近郊幼児11）の
16，907歩に比べると21％ほど少なかった。な
お，平成10年度におけるカロリーカウソター装
着による1日当たりの消費エネルギー量は
1，245±115　kcalであり，摂取エネルギー一量の
82．1％であることが知られた。、
　以上の如く，日本経済の高度成長のほぼ中期
から最盛期を経て，低成長時代に至る約30年間
の時代的推移による，新潟県内の一近郊農村幼
児の食生活変容の実態を，6　・一　14名の事例にっ
いて観察してきたのであるが，昭和43年度にお
ける摂取の実態が段階的に逐年適正域へ向かう
方向へ改善されて行き，10年目の昭和53年頃
より幼児期にふさわしい摂取水準に到達または
接近し，以後も鉄とV．Cを除く諸栄養素等の摂
取量の増頒傾向が続いていることを，30年目の
調査で確かめることができた。この間の有意な
変動は，生活環境を異にする他の3地域に対比
すると，山村幼児のそれに次いで顕著であった。
それ故に初回調査年以来の地域差が昭和58年
度以降に縮小されていることも知られたe
　30年目の平成10年度においては，初回調査
年から25年目の平成6年度まで続いた穀類の
漸減（充足率72→57．4％）と肉類の漸増（同66
→174．5％）が緩和され，穀類充足率は74．8％
に回復し，肉類をはじめ漉脂・緑黄色野菜・魚
介・卵・乳類は望ましい摂取水準にあり，菓子
類の過携摂取も是正されるなど食品群別摂取状
況の改善が認められた。しかしながら，穀類工
ネルギー比 昭和58年度以降の適正域を逸脱
しての下降傾向が続いており，穀類エネルギー
比の低値は三大栄養素のエネルギー構成比や脂
質コソビネーショソ・ミネラル摂i取比等のバラ
ソスを崩す要因になりやすい9｝ことから，懸念
される現象である。また，豆・その他の野菜・
果実類の充足率も逐年低下し，それぞtz　72．5，
60、5，81．5％と30年間で最も低値を示すに至っ
た。穀類とくに米類摂取量の増加と併せて豆・
野菜・：果実類の摂取を促す栄養学習・教育へ導
くことが，近郊農村幼児における当面の食生活
改善目標になるものと思われる。
　折しも，平成12年度に厚生省・農林水産省・
文部省3省合同で提唱された「食生活指針」15）に
は，大項目の4番目に「ごはんなどの穀類をしっ
かりと」が盛り込まれ，10番目の実践項目には
「子どものころから，食生活を大切にしましょ、
う」と謳われて結んである。けだし，30年間の
調査成績から学び得たことが集約されている。
　　　　　　　要　　　　　約
　幼児栄養をより的確に把握するために，近郊
農村幼児の4～6歳児，6－－14名（延べ66名）
を対象として，’昭和’43年から平成10年までの
30年間に数年間隔で7回，主として四季の各連
続3日間（通年12日間，但しleg　7回調査は通
年6日間）の食物摂取量を秤量調査し，食品群
別・栄養素等摂取状況の5～30年間の推移を検
討し，以下の結果を得た。
　①・1日当たりの摂取食品数は，総数で17→
26種類（うち動物性；3→6，植物性；14→
21，間食；3一ウ4）へ漸増した。
　②　食品群別摂取状況は，乳類，油脂類，緑
黄色野菜が有意に漸増，果実類のみが有意に漸
減，有意ではないが，穀類，豆類，その他の野
菜が減少傾向を示した。平成10年度に目安量を
充足していない食品群は穀類，豆類，その他の
野菜デ果実類，菓子類等であった。
　（3｝栄養素等摂取状況は，鉄とV．Cのみが充
足されている状況から逐年漸増（但し鉄のみは
逐年漸減）して，鉄を除きいずれも適正域また
はそれを超えるに至った。その変動は脂質，カ
ルシゥム，V．AおよびB1において有意であっ
一176一
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た。
　（4）　　穀類（44→32．4％）　・糖質（68→54．3％）
エネルギー比は有意に漸減，脂肪エネルギー比
（18→30．7％）・動物性タソパク質比（35→
53．3％）は有意に漸増した。
　㈲　対象児の体位の体位推計基準値に対する
比率は95～110％，BMI（kg／m2）は14．6－15．7
の範囲，体力評価は中位の成績でそれぞれ推移『
し，摂取栄養水準の改善による影響はとくに認
められなかった。なお，近年の1日当たりの歩
行数は10，006～13，993歩，同消費エネルギー量
e＊　1，245±115kca1であった。
　終わりに臨み，本研究に際しましてご指導・
ご助言を賜りました本学名誉教授・第四代学長
塚原　叡博士に厚く御礼申し上げます。また，
調査の進行上限りないお力添えを賜りました大
形保育園・あおい幼稚園の歴代の諸先生方，調
査対象世帯の方々，とくに延べ66名の対象児の
お母様方および調査・集計作業をご助力下さい
ました方々に深く感謝申し上げます。
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